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管理のステップがどのようにおこなわれているかについて JIPDEC（財団法人 日本情報処

理開発協会）の「医療機関向け ISMS ユーザーズガイド」では次のような例が記載されて

いる。 

 

【医療の安全管理の流れ】 

 

事故やミスの発見と報告 

「ヒヤリ、ハット事例」や「インシデントレポート」による事故やミスの発見と報告 

↓ 

原因の分析 

・ 「プロセスアプローチ」によって医療行為をプロセスと捉え、事故やミスの起きた

業務全体を一つ一つの単体プロセス（動作）に分解し、フロー図として目に見える

形にする。 

（例えば注射を例にプロセスに分解すれば、①医師が処方箋を出し、②処方箋が薬

剤部に送られ、③薬剤部から処方が病棟に届けられ、④病棟では看護師が正しく準

備し、⑤注射を実施する、となる） 

・ 作成したフロー図を分析し、どのプロセスに原因があったのかを調べる。 

↓ 

予防／是正策 

・ 再発防止のための手段を検討と実施（手順の変更、エラーチェックの仕組み導入、

職員への教育の徹底等） 

 

上記を見ると、主にＤ→Ｃ→Ａが中心になっている。これは医療分野においては診察、

診断、治療、看護等の手順が過去からの蓄積によってすでに確立されているため、あとは

事故やミスを発見したときにその手順を分析していくことで、どこを改善すればよいかが

おのずと見え、それを実行することで安全が高まる仕組みが出来上がっているためと言え

る。 

反面、情報セキュリティでは IT 技術の目覚しい発展により、過去の経験の蓄積だけでは

想定できない新たなセキュリティ上の問題点や弱点が常に存在し得る。そのため情報セキ

ュリティ独自の管理方法が必要であり、ISMS はそのために考え出された。ISMS は医療の

安全管理と同様 PDCA サイクルで構築し、維持して行く。 

逆に言えば、医療関係者にとって ISMS 構築は P のステップを適切に実践し、ISMS の

骨格となる文書体系や手順等を確立すれば、あとは自然に ISMS が構築されていく土壌が

あると言える。 

P のステップを実践するために必要なことは何かについて次に述べる。 

 


